
2025 年度 福祉助成金（活動助成）成果報告書  

 

 

ふりがな いっぱんしゃだんほうじん みもざ 

団体名 一般社団法人 mimoza 

代表者名  橋本恭子 

連絡先 

住所 笠岡市大井南 45－13 

TEL 090-5697-5338 

E-mail 551025yamakyo@gmail.com 

URL https://mimoza.ibara.info/ 

設立年（西暦）   2023 年 

助成活動名 
地域で困難を抱えるすべての人が利用しやすい居場所づくりと事業の安定に向けた取り組
み 

助成額   1,900,000 円 

活動内容 

目的 

 
この地域で暮らす誰もが、幸せを感じられるために人と人を繋ぐ仕組みを作る
ことを目的に活動していきます。今を生きる私たちは、地域共生社会に向けて
「ありがとう」の循環ができる未来を目指して、私たちが今出来ることを考
え、様々な活動をしていく必要があると考えています。希薄化といわれる現代
社会の様々な事柄に、個々の人に寄り添いながら個別の伴走型の活動を継続的
に行っていきます。 
 

内容 

 
年間を通して農業を活動の中心に捉え、SDGs を起点とした活動を行います。 
 
 児童・生徒：気分転換や社会参加のきっかけづくり 
 引きこもり：外へ出る・仕事を始めるきっかけ・就労支援活動への展開 
 生活困窮者：安定した生活がおくれるようなきっかけづくり 

就労支援活動への展開 
  障がい者 ：安定した就労の場づくり 
 

当初の
計画か
らの変
更点 

無し 

成果 

 
助成金で居場所の改修をさせていただき、活動内容の幅が広がりました。 
その例として、保健所から申請許可を取得し地域のイベントなどへの出店が可
能となりました。子供たちへ声掛けをし、イベント当日は高齢者と子供たちが
一緒に参加して、多世代交流の場を作ることが出来ました。また、引きこもり
の人にも声を掛け、自分たちだけの居場所を提供することでイベント出展品の
制作に参加していただくことができました。色々な人の活動場所として、改修
への助成は mimoza の活動の幅を広げていただきました。 
そうした活動を継続的にしていくことで、チームワークが構築され、様々な活
動に対しても柔軟に対応できています。生活困窮家庭への支援もとてもスムー
ズに対応できるようになり、様々な困りごとに対して一丸となって取り組む姿
勢は mimoza の強みにもなりました。 
今を生きる私たちの役割と生きがいを会員のみなさんとしっかりと共有しなが
ら、これからも活動を進めていきます。 
 



今後の課題と対
応策 

 
不登校の児童・生徒の増加や引きこもりの人の増加・若者たちの自殺の増加など、大きな
課題があります。 
そうした中で私たちは活動を少しずつ進めてはいます。が、不登校やひきこもりの人たち
の参加がなかなか難しいです。 
なんとか活動に参加していただくことができないか考え、新たな居場所も確保したりして
いますが、なかなか難しいのが現状です。 
 
学習支援や遊び、高校生たちとの意見交換の場づくりなど様々な活動内容を模索しなが
ら、これからも「人と人を繋ぐ仕組み」を大切に、継続的に根気強く活動を進めていくし
かないと考えています。 
しっかり地域の実情に合わせ、みんなで知恵を出しながら活動していきます。 
 

写真の提出 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


